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第1章　 緒 論

1906年Wassermann, Neisseru, Bruck1)等

は い わ ゆ るWassermannsche Reaktionを 創

唱 し て 梅 毒 診 断 史 上 に 一 大 時 期 を 劃 し た が,

 Schorcht u. Bertarelli2)以来 内外多数の 学 者

は これを実験家兎梅毒に応 用 して幾多の業績

を発表し,さ らに諸種沈降反応が案出 され る

に及んでは これ またWaR.と 同様 に家兎梅毒

に適用 されてその価値 が認め られた.こ れ ら

の諸研究はいずれ も人類梅毒の診断,予 防及

び治療 の進歩に大いて貢 献 した.今 これ等先

人の業績を概観 してそれぞれ の所論を総括す

れば,諸 梅毒血清反応は個々 反応 間に多少の

差異を認め るとは云え畢竟 梅毒家兎において

高陽性率を以て特 異的反応 を呈し,し か もそ

の反応の強度,ま たは持続期間等は梅毒性局

所病変の経過に順応 して これ とほ ゞ平行的関

係を示す ものであ るとの結論に達 しよ う.し

か しなが らこの梅毒家兎におけ る血 清反応の

消長について ことに綿密な追求を記載 してい

るものは内外共 に少 く,な かんず く沈 降反応

の分野においては特 にその傾向が強 い.す な

わち諸沈降反応 の内Meinicke溷 濁反応(M.

 T. R.)3)やSachs-Georgi反 応(S. G. R.)4)に つ

い て はManteufel u. Berger5), Sato6)以 来 相

当数の報告があるが,村 田反応 については真

田8),高 木9),柿 下10)等, Kahn反 応11)に関 し て は

Walker12), Saito13)等の数報 告を散見す るのみで

あ り,特 に血 清反応 の陽性転向期に着 目して

これを明示 してい るものに至つてはさらに 寥

々と云つて も過言ではない.

そ とでわた くしは 補 体 結 合 反 応 としては

WaR原 法,沈 降反応 としては村 田及びKahn

の2反 応を撰 び,梅 毒接種家兎におけ るこれ

ら諸反応 の全経過について比較検討を加え,

なか んず くその陽性転向期については特 に厳

密な追求を行つてこれを明か にしようと試み

た.

なお人血清 に施行す る梅毒血清反応術式を

その ま ゝ家兎血清に応用す るときは健常家兎

血清 と雖 も多少に拘 らず非特異性反応 の出現

を免れない.(第1篇 参照)従 つておた くし

は予め数回上記2血 清反応を施行 して,し か

も常に非特異性反応 を呈起す ることのない健

常家兎を撰 んで本実験に供 し,ま た確実にし
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か もほ ゞ一定の症状を呈す るように梅毒を家

兎え感染 させ るために1912年 以来の強力な通

過病毒であ るNicols株14)を 接種材料 とし,さ

らに第2篇 において述べた種々 の移植条件を

考慮 して健常成熟雄性 白色存来種家兎を撰 ん

で以下の実験 に使用 した.

第2章　 文 献 的 觀 察

実験的家 兎梅毒の研究に当つてその全身 ま

たは局所 の梅毒性病変について種々 検索す る

と同時にそ の梅毒血 清反応につ いて も考究を

進 あることは単に血 清学的,免 疫学的興味 を

満すばか りでな く梅毒の診断,予 防,治 療等

の研究 の上に も有力な指針を与え,そ の進歩

に大き く貢献す るもの と言ええ う.既 に緒論

において述べた ようにSchorcht u. Bertarelli2)

以来 この研究 に関す る記 載は内外共に極めて

広汎 多数に亘 りこゝに一 一枚挙す る暇はな

い.し か も兎家におけ る梅毒血清反応,就 中

WaR.の 特異性に関 しては今 日なお諸説 の一

致を見るに至つていない.そ の理由の大半は

健常家兎血清 におけ る非特 異的陽性反応の不

可避的存在であって,古 来多数諸家 の努力は

専 ら該反応除去の一点に注がれて来たのであ

る が,ま た 他 方Truffi u. Ossola15), schucht15),

 Blumenthal16), Herrold等 は単 に健 常 家 兎血 清

にお け る該 反応 の存 在 ばか りで な く,梅 毒 家

兎血 清 に お いて も陰性 に 止 る 場 合 が 稀 で な

い ことを理 由 と して家 兎梅 毒 診断 上WaR.の

価 値 は 少 い と論 じた,し か しWaR.の 本態 や

実 験 的 家 兎梅 毒 に関 す る研 究 が進 歩 す るに従

つ て そ の価 値 につ い て も新 に再 検討 が 加え ら

れ,種々 の改 良 法 も考 案 され てそれ ぞれ 独 自

の 見解 か ら互 に 自法が 梅 毒 家兎血 清 にお い て

最 も特 異 的 で あ る と主 強 した(Blumenthal16),

 Halberstaater Sachs u. Georgi19), Laubenhei

mer u.Haemel20),金 子21),今 井22), Noguchi23),

 Manteufel, Richter u. Worms24),柿 下10)等)

とは 云 えそ の いず れを とるに して も異 論 多 く,

この点 につ い ては 残念 な が ら今 な お結 論 に到

達 してい る とは 云え な い.

しか しなが ら一 方 にお い ては,原 法 あ るい

わ 改 良法 の いず れ を撰 ぶ に して も一 般 的 に云

つ て梅 毒 家 兎血 清 に おけ るWaR.は 人 血 清

の場 合 とそ の趣 を 異 に して著 明 な梅 毒性 症状

の出現 時 の み陽 性 を 呈 し,殊 に睾 丸 にお け る

病 変 に左 右 され る場 合 が多 く,症 状軽快 して

い わゆ る潜 伏 状態 に入 れ ば血 清 反応 もまた陽

性 に転ず る もの と主 張 さ れ て い る.(Uhlen

huth u. mulzer25), Reiter26), Klopstock27),

松 本及 び竹 中28))柿 下1O)に よ る と梅 毒家 兎 に

お け るWaR.の 消長 は 一般 に そ の臨 床 的症

状 と竝 行 し,病 毒 接種 後2乃 至3週 に陽性 と

な り,漸 次上 昇 して5乃 至6週 に最 高に達 し,

そ の後3乃 至5週 の間 この最 高値 を維持 した

後 徐々 に または急 激 に下 降消 退 す る としてい

る.以 上 はWaR.に 関す る文 献 につ い ての

み論 じた ので あ るが 次 に沈 降 反応 につ いては

Manteufelu. Berber5)は 動性 血 清 に おい て,

 Sato6)は 反 対 に 非 動 性 血 清 に お い て,

 Reiter26)はWaR., S. G. R.及 びM. T. R.の3者

の比 較 にお い て, M. T. R.の 価値 を 認 め,こ れ

に同 調す る もの もまた多 い. S. G. R.に つい て

は 前記Reiter26), Sato6)の 外 にWendtlandt29)

八 井 田30)等 の記 載 が あ り,い ず れ も梅 毒家 兎

血 清 に おけ るそ の適 用性 を 認 め てい る.村 田

反 応 を 家兎 梅毒 の血清 診 断 に応 用 した のは真

田8)が 最初 で あつ て,睾 丸 内接 種 家 兎にお い

てWaR.(人 血清 の術 式 に よる), M. T. R.

及 び 村 田反応 の消 長を 比 較 し臨 床的 症状 発現

の初 期 には各 反応 陰性,つ いで 村 田, M. T.

 R., WaR.順 に陽 性 に 転 じ,症 状 の消 退 と共

に陰 性 に転 ず るが そ の消 失 時期 は 発現 時期 に

逆 の関 係 を 示す と述 べ,八 井 田30)はWaR.及

びS. G. R.に つ い てそ の健 康 家兎 血 清 にお け

る非 特 異性 反 応 は僅々2%に 過 ぎず,一 方梅

毒家 兎血 清に お い ては95%の 陽 性 率を 示 し,

共 に 局所 病 変 の消 長 に順 応 し しか も反応 の強

度 並 に持続 期間 は相 互 に 平 行す る と記 し,高

木9)はWaR. (Browning法), M. T. R. 3,村

田 の3反 応 を梅 毒家 兎に 併施 して 次 の結 果 を

得 た.す なわ ち深 部 病 竈 を形 成 した 家 兎にお

い ては感 染 後30日 以 上 を 経 過 す れ ば3反 応
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毎常陽性,病 変の亢進に伴いその度を増 し症

状消褪す るときは その反応度を減ず るが遒 永

く陽性を呈 し,や が て終に陰性 とな る.な お

3反 応 中村 田法は最 も早 くかつ強度に陽性を

呈しM. T. R. 3が これに 次 ぎWaR.遙 に不

規則に現われ,一 方浅在性病竈形成の場合は

た とえ局所の変化が前者 よ り高度であって も

血清反応は遙に弱 くかつ不規則に現われ ると,

柿下10)はM. T. R.に よつて優 秀 な 成績を收

め得たのに反 して村田反応はその非特異性反

応の高率を理由 として梅毒家兎血清 の診断に

は不適であ るとしてい る. Kahn法 について

はWaeker12)の睾 丸内接種家兎4頭,陰嚢 内

同6頭 におけ る10日 間隔の観 察 に よれば.

反応の強 さはその臨床症状に対 して平行状態

を常に保持す るもので反応度 の増加は睾 丸内

接種においては一層著明かつ迅速であ り極限

に達す るのは 通常30～40日 で あ ると,な お

彼の健常家兎血清におけ る非特異性反応 呈示

率は62%で あ る. Saito13)は被検血清 を1:5

に稀釈 す ることに よりKahn法 の非特異性

反応を除去し,こ れを梅毒家兎血清に適用 し

て症状の経過及び治療効果の検索に一応役立

て ることがで きた と述べてい る.

以上 の観察か ら家 兎梅毒におけ る補体結合,

沈降両反応 の価値 を比較す ると後者は前者に

対して一応優位に立つ てい るもの とみな され

よう.要 す るに既 にKeopstork27)も 述べてい

るように種々 異論が多い とは云え これに よつ

て家兎梅毒におけ る血清 診断法 の価値 は毫 も

損われ るものでは な く,む しろ今後の研究の

進渉に よつて さらにその価値の増大を期待 さ

れてい るもの と云え よう.

なお家兎におけ る梅 毒接種に関す る文献に

ついては第2篇 を参照 されたい

第3章　 実 驗 方 法

1)　接種菌株: Nicols株14)本 校は1912年 分

離,1951年 本邦え渡来 し同年7月10日 よ り

9月24日 迄に金沢大学細菌学教 室 に おいて

4代 通過 し,10月1日4代 目家兎の内の1頭

(金沢Z429号)の 譲渡を受け これ を本 実験

の種 株とした.そ の第5代 接種家 兎を本実 験

において初代 とす る.

2)　 接種材料:睾 丸梅 毒の 病 勢 旺 盛 期 に

おいて該睾 丸を摘出 し,こ れ と等量のブイヨ

ン食塩 水(中 性 ブイヨンと生理的食塩 水とを

等分に混 じた もの)を 加えて乳鉢 中で磨砕 し

その乳剤を滅菌 ガーゼで1回 濾過 した ものの

上澄液を接種材料 としたが その液中には常に

暗視野装置下多量のSpirochaeta pallida(以

下Sp.と 略 記)を 証明 した.

3)　 接種部位及び方法:睾 丸を陰嚢内に固

定 し,外 皮を生理的食塩水で清拭 し,両 側睾

丸体 の中心部に上記上澄液を注射 した.

以上の操作はすべ て無菌的に行つた.

4)　 接種成績の判定:接 種局所(両 側睾丸

のいずれか)に 初めて硬結性病変を触知す る

迄を潜伏期 とし,そ の穿 刺 液 中にSp.を 確

認す ることによつ て接種成功 と判定 した.

5)　 使用家兎:健 康成 熟雄性家兎で特に睾

丸発 育のよい もの,体 重2000g前 後,白 色存

来種 の26頭 を使用 した.

6)　 接種回数:初 代 よ り第5代 迄を前後10

回に互つて行い,そ の使 用家兎数は第1回2

頭,以 下順 に2(以 下初代), 2, 2, 3(以 上

第2代), 4, 2, 3(以 上 第3代),4(第4

代),2頭(第5代)宛 であつた.

7)　 梅毒血清 反応:補 体結 合 反 応 として

Wassermahn反 応原法1)31(32)(以下ＷaR),沈

降反応 として村 田7), Kahn11)両 反応(以 下村

田, Kahr)を 各家兎におい て 接 種 直後 より

適宜接近 した間隔 日数を置いて実施 した.

なお本実験 には第1篇 に記載 した家兎中常

に非特異性反応を呈す ることのない ものを利

用 した.従 つ て本実験の家 兎番号は第1篇 の

被検家兎番号に一致す る.

各反応 の成績の記載に陰性を 一,陽 性はそ

の強度を増す毎に±,+,〓,〓,〓 の諸段

階に分ち,さ らに これ らの記 号にs.又 はst.

と附記 した ものはそれぞれの段階の更に弱又

は強反応を示す ものであ る.

なおWaR.に おいては被検血 清 量別(0.

2cc, 0.1cc.記 載順)に 記 載 し,○ は検査不
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施行を示 した ものであ る.

8)　 梅毒 血清反応陽性転向期の判定:各 家

兎において接種 後の血清反応の経過 中,最 初

に-ts以 上の陽性反応を呈 した 日を以て陽性

に転向 した もの と認定 した.

9)　 観察期間:局 所病変の終熄 と血清反応

の完全消失(陰 性化)を 観察の期限 としたが,

頻回の採血,下 痢その他の原 因によつて早期

に斃死す る家兎 も多 く,最 長159日,最 短44

日,平 均128.3日 の観察期間に とど まつた.

第4章　 実 験 成 績

1)　 初代接種

家兎Z429(金 沢)の 接種後23日 目の右側

睾丸を第1回,同45日 目の左側睾丸を第2回

実験に供 した.除 睾時右側睾丸には小 豆大淡

黄色硬結節1箇 を,左 側には数個 の硬結節の

集塊を認めた.

第1回 実験

1951年10月7日 接種,家 兎2頭

第1表　 第1回 実 験 成 績

家 兎Nr. 41 Nr. 45

家 兎Nr. 41体 重 接種 時2250g-観 察 終

了時1900g

接 種 後3日 目 よ り2～3日 間(以 下 日数 は接

種後日数を意味する)両 側陰嚢は軽度の浮腫

を来 したが陰嚢内容には全 く変化は認めない.

やがて接種前の状態に復し暫 くその儘経過し
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たが16日 目に至つ て右睾丸実質内にほ ゞ接種

部に一致 して小豆大 の硬結を初め て触知 した.

睾丸表面は平滑で結節様硬結所在部 のみ特に

硬い.こ の 日WaR.は 初め て微弱 陽性 を示

したが,こ れ よ り先村田, Kahnは 共に10日

目に既に陽性 に転 じ,そ の後階段的に 陽性度

を増加 してい る.右 側 に2日 遅れ て18日 目に

は左側睾丸に もほ ゞ同様 同大 の結節性硬結を

認め,そ の後両側 睾丸は全体 として徐々 に腫

大かつその硬度を増加 し,結 節 もこれに伴つ

て漸次発育 して陰嚢を通 し外界か ら淡黄色 に

透見され,そ の穿刺液はほゞ 透明,粘 稠で暗

視野装置下 に無数のSp.を 証明す る.(28日)

その後局所病変(梅 毒性睾丸炎)は 著明に 進

行 し始め,両 側睾丸は愈々 硬 く腫大 してやが

て小指頭大前後の数個の硬結節の集塊 と化 し,

全体 として接種 前の約2倍 大以上に達 したが

陰嚢 と癒着は未 だ 認め られ ない.(49日)こ

の間に3血 清反応は揃つて強 陽性 に達 したが,

(42日)村 田は35日, Kahnは21日 以来既 に強

陽性を示 し続けてい る. 63日 目には右側除睾

術を施 して これを種 株 として家 兎Nr. 53及 び

55(第3回 実験)に 接株 したが,そ の摘出睾丸

は表面甚 しく凹凸不平,一 様 に硬 く,やゝ 紅

潮 した陰嚢皮膚 と広範囲に癒着 し,莢 膜は白

色に肥厚 して睾丸実質 内には小指頭大の数個

の帯黄色軟骨様硬度の結節を認め,そ の浸出

液 中に運動活溌な多数 のSp.を 証明 した.残

存左側睾丸 もまた睾丸周囲炎を起 して陰嚢 と

癒着 し,間 もな く陰嚢中央部に自潰 して小下

疳を形成 した.(63日)自 潰後 もなお左側 睾丸

は幾分腫大 してほゞ 鶏卵大に迄達 したが,一

方下疳は急速にその周辺及び深部え増大 して

睾丸破壊 も甚 しく,そ の中心部は壊死に陥 り

湿潤な褐色の痂皮様物質に被われ,や がて厚

くて硬い黒色痂皮を 一面に戴いて大潰瘍を示

現 した後漸 く病変は極期を過 ぎて吸收 の傾 向

を示 し始め,腫 脹,痂 皮 形 成 共 に 減 退 して

140日 の後には陰嚢に殆ん ど痕跡を止めない

迄 に治癒 した.局 所病変 の進行期か ら極期に

かけて強陽性を示 し続けた各血清反応 も,吸

收期に移 ると俄かに減弱化 し始 め,病 変終熄

に前後 して相次いで陰転化の傾向を示 した.

中で もWaR.は 減弱化を示す 時 期 も早 く,

(98日)そ の減弱度 も急激で速かに陰性に転

じ(126日)局 所病 変の終 熄 に僅 か乍 らも先

行 してい る.村 田 もまた98日 目よ り減弱化を

示 してはい るがWaR.に 比してその減弱度は

著明でな く従つて陰性化 までの経過 も緩慢で

あ り(154日)局 所病 変吸收 後に 及 ん でいる.

この傾向は同 じ沈降 反 応 で あ るKahnに お

いては一層顕著で, 31日 目以来13週 間に亘つ

て強陽性を保つた後112日 目に至つて漸 く減

弱化を示 し始め,こ の時には既に局所病変は

吸收間近い小痂皮を残存 してい るのみの状態

であ り,病 変全 く終焉 を告げWaR.及 び村

田は共に陰 転化 し去つた154日 目において も

なお微弱なが ら陽性を示 した.第12表 は本家

第11表
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兎におけ る血清 反応 の経過 を

図示 した もので ある.

以 上 の全 経過 を 要約 す る と

潜伏 期 は15日 間,左 側 陰嚢 え

の 自潰 は接 種 後63日(右 は 除

睾),局 所病 変 治 癒 は140日,

血 清 反 応 の 陽 性 転 向 期 は

WaR. 16日,村 田 及 びKahn

 10日,強 陽 性 到達 期 はWaR .

 42日,村 田35日, Kahn 21日

強 陽 性 継続 期 間 はWaR. 50

日,村 田57日, Kahn 78日 間,

陰 転 期 はWaR. 126日,村 田

154日, Kahn 154日 以 後 と

な る.な お以下に述べる全被

検 家 兎 に おいて も本 家兎 と

ほ ゞ同様 の経過を追 うものが

多い.従 つてNr. 45以 下の

被検家兎にお いては殊に特異

の経過を示す ものの外はその

要点 についてのみ記載するこ

と ゝす る.

第12表

第13表

家 兎Nr. 452000g-1830g

Nr. 45

9. Jan, 1952(接 種 後95日)
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左 睾丸 に小 結節 触 知28日,左 同63日,陰 嚢

え の 自潰 左77日,右 側 睾 丸は104日 に除 睾 し

て第4回 実 験 に供 す.局 所病 変 治癒 を 目前 に

控 えて斃 死(143日),血 清 反応 陽転 期 はWaR

 28日,村 田10日, kahn 3日,強 陽 性 到達 期 は

WaR.及 び 村 田49日, Kahn 28日,強 陽 性 継

続期 間 はWaR. 29日,村 田43日, Kahn 64日

間,陰 転 期 はWaR. 126日,村 田 及 びKahn

は斃死時なお陽性のまゝ,本 家兎の潜休期は

や ゝ水 く27日間であつたが そ れ に も拘 らず

Kahnは 極めて早期に陽転 し,村 田はその間

著 し く不規則な経過を示 し,強 陽性継続期間

は3反 応共比較的短かつた.

第2回 実験

1951年10月29日 接種,家 兎2頭

第2表　 第2回 実 験 成 績2

Nr. 48 Nr. 49

Nr. 489, Jan., 1952(73日)
家 兎Nr. 48 2010g-2010g

左 睾丸 に結 節触 知21日,右 側 同42日,陰 嚢

自潰左56日,右 側は 全経 過 を 通 じて 自潰 しな

い.局 所病 変治癒 は 左126日,右140日.血

清 反応 陽 転はWaR.及 び 村 田21日, Kahn 10

日,強 陽 性 到達 期はWaR. 31日,村 田 及び

Kahn共 に28日,強 陽性 継続 期間 はWaR. 15

日,村 田71日, Kahn 57日 間,陰 転 はWaR.

 140日,村 田 及びKahnは この時 尚 微弱 陽性

を 示す.本 家兎 に お い ては右 睾 丸病 変が 左側

に3週 間 遅れ て出 現 した が この 間 の血 清 反応
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の経過はや ゝ不規則であつ

て睾丸病変の進行が両側共

に明瞭 となつた後漸 く3反

応 が確実に一斉強陽性に到

達 した.睾 丸病変の経過は

その後左側は自潰,痂 皮形

成を経てやがて全 く吸收 さ

れ(126日),右 側は これ と

異つ て陰嚢え自潰す ること

な く,睾 丸内に明 らかに数

個 の硬結節を形成 しなが ら

睾丸全体 としては却つて萎

縮 し,結 節はやがてその硬

度を減 じて徐々 に吸收 され

睾丸は何時 とな く全 く旧状

に復 した.(140日)

第14表

第15表

家 兎Nr. 49.2000g-1860g

左 睾丸 に 結 節触 知25日,

同 睾丸 は 摘 出 して第5回 実

験 に 供 し(94日),そ の 除

睾 創 は 約3週 後 全 く痕 跡 な

く治癒 した.(119日)血 清

反応 陽 転 期 はWaR. 21日,

村 田18日, Kahn 10日,強

陽性到達期はそれぞれ31日, 28日, 28日,強

陽性継続期間は同 じ く40日, 71日, 71日,陰

転はWaR. 119日 で他 の2反 応は140日 以後,

本家兎 においては右側睾丸には終始病変を生

じなかつたが血清反応は左側病変の経過 にほ

ゞ平行 して消長 し,除 睾に よつ て該病変を除

去す ると,(94日)間 もな く各 反 応 は 一斉

に減弱化 し特 にWaR.は 急速 に 陰 転 し去つ

た.

2)　第2代 接 種

初 代 家兎Nr. 41の 右 睾 丸(接 種 後54日)

を第3回,同Nr. 45の 右 睾 丸(同104日)を

第4回,同Nr. 49の 左 睾 丸(同94日)を 第

5回 の実験 の種 株 とした.

第3回 実験

1951年10月7日 接種,家 兎2頭

Nr. 53

3. Feb, 1952(67日)



実 験 的 家 兎 梅 毒 の 研 究　 263

第3表　 第3回 実 験 成 績

Nr. 53 Nr. 55

第16表 家 兎Nr. 53.2040g-2050g

睾 丸 内 結節 触 知は右18日,

左49日,右 陰 嚢 え自潰66日,

同 日左 側 は 除睾 して第6回

実 験 に,右 側 も後 に除 睾 し

て(99日)第7回 実験 に 種

株 として使 用 し,そ の左 右

除睾 創 は そ れ ぞ れ77日,

全治 した.血 清 反応 陽転 は

112日 に はWaR. 14日,村

田18日, Kahn 7日,強 陽性

到達 は それ ぞ れ35日, 30日,

 25日,強 陽 性 継続 期 間 は 同
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じ く36日, 69日, 74日 間,陰 転は同 じ く140日,

 147日, 140日,本 家 兎 において はWaR.の

陽転期が早 くしか も村田に先行 してい る.こ

の ような例は全被検家兎を通 じて本例 のみで

あ る.た ゞし強陽性到達 は 他 反 応 に 比 して

WaR.が 最 も遅れ てい る.右 除睾 後 血 清 反

応 は急速 に減弱化 して147日 には3反 応すべ

て全 く陰転 し去つたが,本 例 においては局所

病変を両側共に徐去 した ことがその陰転化を

俄 かに促 した もの と考え られ る.

Nr. 55 13. Feb., 1952(77日)

家 兎Nr. 5.52010g-2000g

睾 丸 内結 節触 知 右14日,左 同21日,陰 嚢 自

潰 両側 同 時66日,局 所病 変 治癒 両側119日,

血 清 反応 陽転 期 はWaR.21日,村 田18日,

 Kahn 14日,強 陽性 到達 期は そ れぞ れ35日,

 25日, 25日,強 陽性 継続 期間 も同 じ く64日,

 81日, 84日,陰 転 も同 じ く140日, 147日,

 154日 で あつ た.

第4回 実験

1952年1月18日 接 種.家 兎2頭

第17表

第4表　 第4回 実 験 成 績

Nr. 57 Nr., 58
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家 兎Nr. 57 1900g-1910g

Nr. 57

14. Feb, 1952 (28日)

接種 後14日 には両側睾丸一様 に硬 く腫脹 し後

に小 豆大結節形成をみた.陰 嚢 自潰右70日,

左77日,局 所病変終熄 は119日,血 清反応陽

転期 はWaR. 18日,村 田16日, Kahn 14日,

強陽性到達期はそれぞれ30日, 28日, 25日,

強陽性継続期間はそれぞれ69日, 92日, 95日

間, 3反 応尚陽性 のまゝ斃死(133日).本 家

兎において両沈降反応は局所病変吸收期に も

何等減弱化 の傾 向を示 さず,病 変終熄後に至

つて もなお強陽性を示したが この ような経過

を とつた ものは本例のみであ る.

第18表

家 兎Nr. 58 2100g-18509

接種 後14日 右 睾 丸 腫脹,や が て硬 度 を 増 し

又結節を生 じた.陰 嚢 自潰56日(右 のみ),

局所病変終熄 は126日,血 清反 応 陽 転 期は
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WaR. 18日,村 田及びKahn共

に14日,強 陽性到達 はそれぞ

れ30日, 38日, 25日,強 陽性

継続期間はそれぞれ57日, 71

日, 90日 間, 3反 応 なお陽性

のま ゝ斃死(141日),本 家兎

の左 睾丸は接種後2週 日頃右

側 と共にかつ軽度の腫脹をみ

せたが間 もな く平常 に復 し以

後何等病変を生 じなかつた.

第19表

第5回 実験

1952年1月30日 接種,家 兎
3頭

第5表　 第5回 実 験 成 績

Nr. 61 Nr. 62



実 験 的 家 兎 梅 毒 の 研 究　 267

第20表

Nr. 65
家 兎Nr. 61. 1800g-1780g

両側 睾 丸 に結 節触 知14日,右 陰 嚢 え 自潰 は

44日,血 清 反応 陽 転 期 はWaR. 16日,村 田

及 びKahn共 に10日,強 陽性 到達 期 は そ れ ぞ

れ35日, 28日, 25日,本 家 兎 は 早 期 に 斃 死

(44日)し た ため 局 所 病 変 は な お旺 盛 で,血

清 反応 もまた強 陽性 の ま ゝで あ つた.

家 兎Nr. 62. 2100g-1900g

Nr. 62

22. Apr., 1952 (84日)

睾丸 内 結 節触知 左28日,右49日,陰 嚢 自潰

は 右 のみ で70日,局 所 病変 終 娘 は 両 側 略 同

時 で あつ た.(147日)血 清 反 応 陽 転 期 は,

 WaR. 30日,村 田16日, Kahn 10日,強 陽性

到達 期 は それ ぞ れ42日, 35日, 30日,強 陽性

継 続期 間 は それ ぞれ57日, 78日, 99日 間,陰

転 期はWaR. 140日,村 田 及 びKahnは147

日以後 とな る.本 家兎においては右 側睾丸の

病変は左側に約3週 間遅れて出現 したが,そ
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の後の経過は却つ て速 く間

もな く自潰 したのに対 し,

右側は遂に陰嚢 え自潰す る

ことな く約14週 の経過の後

痕跡な く吸收 された.

第21表

家 兎Nr. 65

2560g-2400g

第6表　 第6

Nr. 63 Nr. 68

極めて永い潜伏期を経て

漸 く右睾丸に結節の発育を

認めたのは接種後実に70日

目であつ てその間各血清反

応は極めて不規則な経過を

示 した.右 側 は 除睾 して
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(95日)第8回 実験に供 した

が,そ れ迄に陰嚢 え自潰 の徴

は全 く認め られなかつた.血

清反応陽転期はWaR. 18日,

村田及びKahnは 共に10日,

強陽性到達 期 は そ れ ぞ れ91

日, 70日, 56日 であ り,本 家

兎は陰転を待たないで斃死 し

たが左側睾丸には終始病変を

認めなかつた.

第22表

3)　第3代 接種

回 実 験 成 績

Nr. 70 Nr. 71
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家 兎Nr. 53の 左 睾 丸(接 種後66日)を 第

6回,同 右(同99日)を 第7回,家 兎Es . 65

の右 睾 丸(同95日)を 第8回 実験 に供 した .

第6回 実 験

1952年2月2日 接 種,家 兎4頭

家 兎Nr. 63 2110g-2010g

第23表 接 種後16日 両側 睾 丸全 体 と

して 硬 く緊 満,そ の後 漸 次腫

大 して著 明 な結 節形 成 に至 つ

た.陰 嚢 え の 自潰 は右84日,

左98日,局 所病 変 終熄 は140

日,血 清 反応 陽転 期はWaR.

 25日,村 田14日, Khrn 7日 ,

強 陽 性 到達 期 は そ れ ぞ れ42

日, 28日, 25日,強 陽性 継続

期 間 は それ ぞ れ57日, 99日,

 109日 間 で あ る.陰 転期 は

WaR. 147日,他 は本家 兎が下

痢死(151日)す る迄なお

中等度 陽性を示した.

Nr. 63

1. Mar., 1952 (29日)

Nr. 68

16. May. 1952 (105日)

第24表

家 兎Nr. 68

1890g-1900g

睾 丸 内結 節触 知 右21日,

左 側 は甚 し く遅 れ て49日,

陰 嚢 自潰 は右58日,左98日,

病 変 終熄 は 右112日,左133

日,血 清 反 応 陽 転期 はWaR.

 25日,村 田及 びKahn共 に

10日,強 陽性 到 達 期 はそ れ

ぞ れ42日, 32日, 28日,強

陽 性 継続 期 間 は それ ぞ れ29

日, 69日, 92日 間,陰 転 は
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そ れ ぞ れ126日, 147日, 152日 で あ つ た.

第25表

Nr. 70

1. Mar., 1952 (29日)

家 兎Nr. 70 2410-2050g

接 種後21日 両側 睾 丸 は硬 く腫 脹 しや が てそ

の ま ゝ著明 な結 節形 成 に移 行 した.陰 嚢 え 自

潰 は左56日,右84日,病 変終熄 は右112日,左

133日,血 清 反応 陽転 期 はWaR. 25日,村 田

及 びKahn 10日,強 陽 性 到達 期 は そ れそ そ42

日, 35日, 30日,強 陽 性継 続 期 間は そ れぞ れ

29日, 71日, 76日 間,陰 転 期 はWaR. 147日,

他 の2反 応 な お陽 性 の ま ゝ斃死(152日).

第26表

家 兎Nr. 71 2150g-2120g

右 睾 丸 に結節 触 知21日,左 同28日,局 所病

変 の極期 半 ば に急 死,(58日)血 清 反 応 陽性

転 向期 はWaR. 25日,村 田及 びKahn共 に

10日,強 陽 性到 達 期 はWaR. 35日,村 田 及

びKahnは 共 に25日,な お 強 陽 性 の ま ゝ死

亡.

第7回 実 験

1952年3月6日 接 種,家

兎2頭
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第7表　 第7回 実 験 成 績

Nr. 74 Nr. 75
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第27表

家 兎Nr. 74 2360g-1860g

Nr. 74

2. June, 1952 (89日)

家 兎Nr. 75 2300g-1930g

Nr. 75

2. June, 1952 (89日)

右 睾 丸 に結 節触 知26日,左 同34日,陰 嚢 自

潰 右 のみ91日,病 変終熄 及 び血 清反応 陰転 を

待 たな いで 斃 死(108日)血 清 反 応 陽 性 転 向

期はWaR. 19日,村 田 及 びKahn共 に13日,

強 陽性 到達 期 は それ ぞ れ44日, 34日, 34日,

強 陽性 継続 期 間 はそ れ ぞれ48日, 65日, 65日 間.

第28表

右睾 丸 に結 節触 知15日,左 同37日,陰 嚢 自

潰 は右57日,左70日,や ゝ病 変 の極期 を過 ぎ

た両側睾丸を摘出 して(112日)第9回 実験 の

種株 としたが,そ の除睾創治癒後間 もな く本

家兎は3血 清反応陽性のま ゝ斃死 した(147

日)血 清 反応 陽性 転 向期 は

WaR. 19日,村 田15日,

 Kahn 7日,強 陽性 到 達期 は

それ ぞ れ57日, 34日, 34日,

強 陽 性 継続 期 間は そ れ ぞれ

42日, 69日, 79日 間で あつ

た.

第8回 実験

1952年5月3日 接種,家

兎3頭
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第8表　 第8回 実 験 成

Nr. 78 Nr. 80

第29表 家 兎Nr. 78

2130g-2060g

右 睾 丸 に結 節触 知23日,陰

嚢 自潰 右 の みで85日,斃 死時

(125日)既 に右 睾 丸 の病 変

は終熄,血 清 反 応 陽 転 期 は

WaR. 23日,村 田11日, Kahn

はWaR.と 同 じ く23日,強

陽性 到 達 期 はそ れ ぞれ46日,

 31日, 36日,強 陽性 継続 期 間

は それ ぞ れ8日, 55日, 57日

間 で あつ た.斃 死時 な お各血
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清反応 は陽性めま ゝであ り,ま た左睾丸には

遂 に病変を認めなかつた.

績

Nr. 81

家 兎Nr. 80 2300g-2050g

Nr. 80

2. Aug., 1952 (92日)

睾 丸 内結 節触 知 右23日,左43日,陰 嚢 自潰

は 両側 共 に78日,病 変終 熄 も まだ 共 に120日,

血 清 反応 陽 転 期はWaR. 23日,村 田 も23日,

 Kahn 11日,強 陽 性 到達 期 は それ ぞ れ71日,

 36日, 31日,強 陽性 継 続 期 間は それ ぞ れ15日,

 43日, 55日 間,陰 転 期 はWaR. 134日,村 田

154日 で あつ た がKahnは な お微弱 陽性 の ま

ゝ斃 死,(159日)

第30表
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第9表　 第9回 実

Nr. 82 Nr. 83
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験 成 績

Nr. 85 Nr. 86
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家 兎Nr. 81 2140g-1780g 第31表

睾丸 内結節触知右31日,左

43日,下 痢死(62日)迄 に陰

嚢 え自潰す る徴はな く,そ の

時WaR.は 強陽性到達 寸 前

と推定 され,他 の2反 応は既

に強陽性継続 中であつた.血

清 反応陽転 期 はWaR.及 び

村田は共に23日, Kahnは6

日,強 陽性到達期は村田及び

Kahn共 に50日,本 家兎は執

拗 な下痢に悩み全身衰弱甚 し く接種後比較的

早 く斃死 したがその間局所病変の進行に特異

な経過は認めなかつた.

4)　第4代 接 種

家兎Nr. 75の 両側睾丸を種株 として第9回

実験を行つたが本株は接種後112日 を経過 し

て既 に病勢極期を過 ぎた ものであ る.た ゞし

運動や ゝ不活溌なが らも尚 充分 量 のSp.を

証明した.

第32表

第33表

第9回 実 験

1952年6月25日 接 種,家 兎4頭

家 兎Nr. 82 2260g-1970g

睾丸内結 節触知右27日 日左

32日,右 睾丸は接種後82日 目

に摘出 して第5代 接種(第10

回実験)に 用いたが,こ の時

なお陰嚢 え自潰 の徴はな く,

左側は107日 の長時 日を経て

漸 く自潰 した.血 清反応陽転

期 はWaR. 38日,村 田 及 び

Kahn共 に27日,強 陽性到達

期はそれぞれ51日, 59日, 46

日で一般 に遅 く,強 陽性継続

期間はそれぞれ9日, 28日,

 41日 間で揃つて短い.た ゞし

本家兎の斃死時(107日)ま

でなお3反 応は軽度ながら陽

性 に止つた.本 例の陽転期は

他 の被検家兎に較べ ると甚だ

遅延 してい るが,一 方潜伏期

も長 く,病 変の進行 も緩徐で

あつてそ の点 やは り血清反応

と局所病変 との間の密接な関

係 を示唆 しているもの と云 え

よ う.

家兎Nr. 83 2190g-1990g
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両側睾丸内結 節触知27日,本 家兎において

は睾丸炎 の旺盛な進行は終始認め られないで,

陰嚢え自潰す ることもな く,左 は114日,右

は142日 の経過 の後痕跡 も残 さず 全 く吸收 さ

れた.血 清反応 陽転期はWR. 27日,村 田8

日, Kahn 12日 で他例 とさほ ど差異は認めな

いが,強 陽性到達にWaR.は65日 の長 時 日

を要してい る.村 田及びKahnは27日 で 寧

ろ早期に到達 してい るがその後の経過は第33

表に明 らかな よ うに極めて不規則な線を描い

て消長 し,強 陽性を一定期間継続的 に保持 し

ている時期がみ られない.陰 転期 については

WaR.は 局所病変の吸收に先立つて一且陰性

となつたが,(135日)後 再び微弱陽性に復 し,

本家斃死前に3反 応 共陰転化す るに至 らなか

つ た.

家 兎Nr. 85 2300g-2240g

Nr. 85

12. Sept., 1952 (80日)

第34表

第35表

左 睾丸 に結 節 触知20日,

陰 嚢 え 自潰は 左 例 のみ で73

日,病 変終 熄122日,血 清

反 応陽 転 期 はWaR.及 び村

田 共 に20日, Kahn 9日,強

陽 性 到達 期 は それ ぞれ66日,

 33日, 52日,強 陽 性継 続期

間 は それ ぞれ22日, 29日,

 43日 間,各 反応 共 陰転 間近

く斃 死(142日).本 家 兎 に

お け る左 睾 丸 の病 変は 終 始

不 明 確で あ つ て接種 後47日

目 よ り約8週 間 に互 つ て小

豆大 結 節 を認 めは した が ほ

とん ど発 育せ ず,し か も穿

刺 液 中Sp.の 証 明 は 常 に

陰 性 で あつ た.

家 兎Nr. 86

2400-2310g

両側 睾 丸 に結 節触 知20日,

陰 嚢 自潰 右66日,左73日,

局 所病 変終 熄 右115日,左

122日,血 清 反 応 陽 転 期 は

WaR. 29日,村 田及 びKahn

共 に9日,強 陽性 到 達 期 は
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それぞれ47日, 33日, 29日,強 陽性継続期間

はそれぞれ27日(た ゞし この間一過性に中等

度陽性 に減弱), 48日, 66日 間, WaR.は 局

所病変の終熄 に前後 し て全 く陰 転 化 したが

(136日),村 田及びKahnは この 時 なお陽

性を示 し,陰 転を待たないで斃死.(138日)

Nr. 86 19. Sept., 1952 (87日)

5)　第5代 接種

家 兎Nr. 82の 右 睾 丸(接 種 後82日)を 摘

出 し第10回 実 験 に供 した.

第10回 実験

1952年9月14日 接種,家 兎2頭

第10表　 第10回 実 験 成 績

Nr. 88 Nr. 89
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Nr. 88

14. Nov., 1952 (70日)

第36表

第37表

家 兎Nr. 88 2160g-2050g

睾 丸 内結 節触 知左21日,右42日,陰 嚢 自潰

左62日,右68日,(左 睾 丸 は種 株 とす るた め摘

出 し(70日),そ の除睾 創 は間 もな く全治 し

た.(82日)右 側病 変 の終 熄 は114日,血 清 反

応 陽 転期 はWaR. 25日,村 田21日, Kahn 14

日.強 陽 性 到達 は そ れ ぞれ68日, 55日, 42日.

強 陽性 継 続 期間 は それ ぞ れ9日, 21日, 36日

間,局 所 病 変終熄(114日)と 同 時 にWaR.

は陰 転 し,他 の2反 応 は な お微弱 なが ら陽性

を示 した.

家 兎Nr. 89 1980g-1980g

摘種後1週 日頃 よ り右陰嚢

の接種注射針刺入部に一致 し

て小化膿竈を形成 し約1週 後

法癒 したが これに時を接 して

両側睾丸の腫脹 を来 し間 もな

く先ず左 睾 丸 に(21日),つ

いで右に(28日)相 次いで硬

結節を生 じた.右 は除睾 して

種株 と した が(49日),左 は

陰嚢え 自潰 し(75日),後 全

く吸收 された.(114日)血 清

反応陽転期はWaR. 35日,村

田 及 びKahn共 に7日.強

陽性到達期はそれぞれ54日,

 42日, 42日. WaR.で は一定

期間強陽性を持続 した時期は

な く,村 田 及びKahnに お

いて も一応それぞれ22日, 48

日間を強陽性継続期間 と認め

ることはで きるがいずれ もそ

の期間中一再な らずその陽性

度を減 じて居 り,上 記 の期間

をその儘他 の被検例のそれ と

比較す ることは妥当でない.

このよ うな事態は各反応が漸

く強陽性に到達 しようとす る

時期に接 して偏 側睾丸を摘出

したために惹起 された もので

あろ う.陰 転期WはaR.及 び
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村田は局所病変終熄 時(114日)に 一致 した

がKahnは この時 なお陽性に止まつてい る.

第5章　 総 括及び考按

前章に記 載した実験成績を基 とし種々 考察

を進めて行 くに当つて先ず累代家兎接種成績

及びその接 種家兎 における梅毒性局所病変の

経過について綜合的に観察 し,つ いで陽性転

向期 を中心に該家兎におけ る血清反応 の消長

を追求 して これを局所病変の経過に対比し,

その両者間の関係 について検討 した後第2篇

に記 載した未熟梅毒株に よる移植実験な らび

にその血清反応の成績 との比較について も言

及す ることゝす る.

其の1,移 植成績及び局所病変の経過につ

いて.

わた くしは既 に第2篇 の結論 の中で家 兎に

対す る梅毒接種の際 の種々 の移植条件につい

て次の ように述べた.す なわち1)移 植材料

は生活力旺盛 なSp.を 多量に含む新鮮 な もの

が望 まし く,2)陰 嚢皮下挿入移植法は優 れ

た方法であるが二次感 染を招き易い缺点を持

ち,3)春 は最適の移植季 節であ り,4)使 用

家兎には健康成熟白色在来種(体 重2000g前

後)を 撰 ぶのが よい.特 にその健康状態は移

植成績 に大 きい影響を与え るものであ ると.

これらの諸点を考慮 して本実験においては

先ず使用家兎には如上の条件に適 うものを操

び,強 力な通過 病毒であ るNicols株 を使用

してSp.浮 游液 睾丸内注射法に よ り全5代,

前後10回 に亘 り計26頭 の家兎に累代移植を行

い,そ の全例 に接種陽性 の成績 を得た.

従来睾丸は陰嚢及び前眼房 と共に最適の接

種部位 とされ, Sp.浮 游液注射 による睾丸実

質内接種法は陰嚢皮下挿入法 と共 に最 も簡単

かつ確実性 に富む接種法であ り,し か も後者

のよ うに二次的感染を招来す るよ うな危惧は

特に少い.(谷33))本 実験はすべて睾 丸内注

射法に よつたが二次的感 染を来 したのは第10

実験におけ るNr. 89の 右陰嚢 のみであ り,

この場合 も該家兎の梅毒感染を阻むほどのも

のではなかつた.

第38表　 接 種 材 料 と 接 種 成 績 の 関 係

接種局所におけ る梅毒性病変 の経過 中,最

も生活力旺盛なSp.を 多量に証明す る時期

はその進行期であつ て,陰 嚢 え自潰 して(下

疽形 成)外 見上極めて熾 烈な病相を示現す る

時期(極 期後半)に は却つてそ こに証明す る

Sp.は 非常に豊富ではあるが生活力が弱い.

(赤 津34))本 実験に使用 した種株はいずれ も

進行期か ら極期に及ぶ間の睾丸梅毒であつ て,

(最 短接種後23日,最 長同112日 の睾丸)こ の

内第7及 び第9回 実験における種 株(家 兎Nr.

 53及 び75)の みは下疳形成睾丸であつたが,

他はすべて結節形成著明な梅毒性睾丸炎の状

態にあ るものであつた.こ れ ら10種 株に よる

接種成績 を比較してみ ると,局 所病勢の進行
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が最 も顕著な時期を種 株睾丸 とした第3, 6,

 10実 験(接 種後夫 々54, 66, 82日)に おいて

は潜伏期はそれぞれ15, 18.8, 20日 であつて

ほ ゞ2～3週 の短時 日に一定 し,し か も病変は

例外な く両側睾丸に揃つ て発現 し極めて安定

した接種成績 を示 している.こ れに反 して接

種後日の浅い,換 言す ると進行期に漸 く到達

したばか りの睾丸を種株 として使 用 した第1,

 2実 験(接 種後 日数それぞれ22, 45日)に お

いては潜伏期はそれぞれ21, 22日 でや ゝ永 く

な り,さ らに両側接種に拘 らず睾丸発症は被

接種家兎の半数が偏側のみに止つている.さ

らに極期後半の睾丸 を種株 とした第5, 8, 4

実験(接 種後 日数それぞれ94, 95, 104日)

においては潜伏期はそれぞれ36.3, 24.7, 13

日であつて或は早 く或いは遅 く全 く一定 した

ところがな く,睾 丸発症 も8頭 中3頭 までが

偏側のみに止つてい る.最 後に陰嚢 え自潰 し

た睾丸を使用した第7, 9実 験(接 種後 日数そ

れぞれ99. 112日)に おいては潜伏期はそれぞ

れ19.5, 22.5日,睾 丸発 症は6頭 中5頭 ま

で 両側に認め られ却つて比較的安定した成績

を示 してい る.そ の原因は審かではないが,

生 活 力 に 乏 しい とは 云えなお量にお いては

全 く不 足 のないSp.を 包含 し,し か も元来

Nicols株 その ものが強 力な病毒を保 有してい

るものであ るか ら,他 に特に不利 な移植条件

が加わ らない限 りなお このよ うに比較的安定

した成績 を收め得 る可能性が存す るのであろ

う.

以上 の成績を一括す ると次のよ うになる.

すなわち接種後 日数54～82日 の間 の進行期睾

丸 を種株 とした場合が最 も安定 した接種成績

を示 し,こ の時期の前後のいずれに偏 して も

その成績は低下 した.

次に接種 季節 と接種成績の関係 であるが,

最 も潜伏 期 の長 い のは1月(27日)で あ つ て

次 に5月(24.7日),最 も短 い のは11月(15日),

次 は2月(18.8日)で あ る.今 仮 に3～5月 を

春,6～8月 を夏,9～11月 を秋,12～2月 を冬

とす る と平 均 潜 伏 期 の最 も長 い のは 冬(22.9

日),次 に夏(22.5日),最 も短 い のは 秋(18.

8日),次 に 春 の順 とな り各季 に左 程 著 明 な差

は認 め られ な いが,夏 及 び冬 は発 症 の早 い秋

及 び春 に比 して接 種 に や ゝ不 利 と云 え よ う.

第39表　 接 種 季 節 と 接 種 成 績 の 関 係

また季節には関係ないが本表において同時

に観察できることは,両 側睾丸接種陽性家兎

(21頭)の 半数(10頭)が 右側に先づ発症 し

てい ることであ り(両 側同時発症6頭,左 側

先行5頭),偏 側陽性(5頭)の ものにおい

て も右 側の ものが(3頭)他 側(2頭)よ り

も多い. Brandt35)は 梅毒感染に対す る感受

性 について左側睾丸 または陰嚢 の,右 側に対

す る優 位を主張 してい るが,わ た くしの実験

成績は反対 に右側優位の結果を示 してい る訳

で興味深い事実 と云 えよ う.
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次に局所病変の経過について初代 より第5
代迄 各接種代毎に一括 して観察す ることとす

る.(第40～44表 参 照)

1)　初 代家 兎 群, 4頭

第40表　 初 代 家 兎 群 の 接 種 成 績

初 代 家 兎群 中最 も潜 伏 期 の 短 い の は 家 兎

Nr. 41で15日,最 も長 い の はNr. 45の27日,

平 均21.5日,局 所病 変の 出現 は 両側 睾 丸3例

(内 右 側 に先 発1例,左 側 同2例),偏 側 の

み発 症1例(左 側)で, Nr. 45の 右 は63日 の

長時 日を要 してい る.こ のた め に病 変発 症 迄

の平 均 日数は 左 の23日 に対 して右 は40.3日 の

長 時 日 とな つ てい る.陰 嚢 えの 自潰 は除 睾 例

を除 きほ ゞ平均 した 日数 を 示 してい るが,

 Nr. 48の 右睾丸炎は遂に 自潰す るこ とな く吸

收 され, Nr. 49の 同側睾丸は最初 よ り全 く発

症 を認あなかつた. Nr. 41は 観 察 期 間(154

日)を 通 じて350gの 体重減少を来 したが局所

病変に特異な経過は認あ られなかつた.

2)　第2代 家兎群, 7頭

第41表　 第2代 家 兎 群 の 接 種 成 績

本群全7頭 中4頭 の過半数が全被検家兎26

頭を通 じての最短潜伏期(13日)を 示 してい

るのに も拘 らず,独 りNr.65の みは これ また

全被検家兎 中最長の69日 の潜伏期を記録 して,

この1頭 のために本群の平均潜伏期を長い も

の としてい る.該 家 兎は間 もな く斃死 したが

(接種後95日),こ の間右睾 丸は遂に発 症を

みなかつた.偏 側のみの発症はNr.58に お

いても認められ この場合 もやは り不発症側は

左 で あつ た.な お偏 側発 症 の上記2頭 はいず

れ も観 察 期間 中相 当 の体重 減 少 をみ た.(そ れ

ぞ れ160, 250g)陰 嚢 え の 自潰 は おおむ ね右

側 が 早 い. Nr. 62の 左側 睾 丸 は 自潰 す る こと

な く吸收 された.

3)　第3代 家兎 群, 9頭

本群 の平 均観 察 期 間 は123.8日 で他群 に此 し

て最 も短 いが,こ れ は本群 中 に早 期斃 死 の2

頭(Nr. 71-58日, Nr. 81-62日)を 含 むた
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めで あ る.同 期 間 中 の平均 体 重 の減 少 も著明

でNr. 70(減360g), Nr. 74(同400g), Nr.

 75(同370g), Nr. 81(同360g)等 は特 に甚

しい.し か しな が らそ のい ず れ にお い て も潜

伏 期 の延 滞,睾 丸 偏 側発 症 等 の経 過 上 の異常

は何等 認 め られ な い.最 短 潜 伏 期 はNr. 75

の14日 で, Nr. 81の30日 を除 け ば他 は概 して

20日 前後 で あ りほ ゞ安定 した潜 伏 期 を示 して

い る.偏 側 睾丸 の み の発 症 はNr. 78(右 側)

の1例 だけで あ り,両 側 発 症 の他 の8頭 に お

い ては 右側 先 行6頭(Nr. 68, 71, 74, 75,

 80, 81),両 側 同 時2頭(Nr. 63, 70)で 左

側 先行 の例 はな い.従 つ て発 症迄 の平均 日数

は右21.9日,左30.1日 で 約10日 間 の差 異 が

そ こに生 じ,初 代及 び第2代 家 兎群 の場合 と

異 り右 側 が著 明 に早 い 発 症 を示 してい る.陰

嚢 え自潰 す るまで及 び 病 変吸 收 迄 に要 した 日

数 の平 均 もまた 右側 が 他 側 よ りも僅 か なが ら

少 い.

第42表　 第3代 家 兎 群 の 接 種 成 績

4)　 第4代 家兎群 4頭

第43表　 第4代 家 兎 群 の 接 種 成 績

本群家兎においてはその潜伏期はほ ゞ一定

し,睾 丸発症及び病 変吸收 もまた概 して順調

でいずれ も左右両側間に差異は認め られない.

た ゞしNr. 85は 右側睾丸の発症を欲ぎ, Nr.

 83は 陰嚢えの自潰を両側共に認めなかつた.

睾丸発症を認めなが ら陰嚢えの自潰を両側共

に伴わなかつた ものは全家兎を通 じて本例の

みであつた.

5)　 第5代 家兎群, 2頭

本群では睾丸発症が2例 共に左側 に早 く認

め られたがその他はほ ゞ順調の経過 を辿つた.

以 上5代 の成績 を綜合す ると第45表 とな る.

被検家兎数は26頭,接 種時体重平均2144.2g,

観察 期間平均128.3日(18.3週)こ の間 にお

け る体重減少は平均136.6gで あ るが これは

主 として頻回の採血(血 清反応施行のため)
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が影響 した もの と思われ る.最 も減少の甚し

いのは第3代 家兎群(平 均214.4g減)で あつ

たが潜伏期その他局所病 変の経過について他

群 との間に著変は認められない.安 達36)は家

兎の栄養状態 と接種成績 との間には密接 な関

係 の存在す ることを指摘 し,わ た くしもまた

第2篇 の結論においてこれ に同意 した.し か

しこれは主 として未熟梅毒株を使用す る場合

のことであつてNicols株 の ような強力な通

過病毒を種株 とす る時は,体 重減少等 健康状

態 の多少の支障 はさほ ど接種成績に影響 を与

えるものではないこ とを本実験 の成績 は物語

つ てい る.

第44表　 第5代 家 兎 群 の 接 種 成 績

第45表

一 般 に梅 毒株 は家 兎 通過 世 代 を数 多 く重 ね

る と単 に接 種 陽性 率 の上 昇をみ るば か りで な

く,接 種 家兎 にお け る梅 毒性 病 変 の経 過 の安

定 を来 し,特 にそ の潜 伏 期 は短縮 して しか も

一定 の期 間 を示 す よ うに な る
. Uhlenhuth u.

 Mulzer25),谷33)等 の 先人 は いず れ もこれ を 約

3週 間 と記 載 してい る.本 実験 にお け る平 均

潜 伏 期 は21.9日 で従 来 の報 告 に ほ ゞ一 致 し,

しか も最 短群20日(第5代 家 兎 群),最 長同

23.6日(第2代 家兎 群)で 各 群 間 をみ て も甚

しい差 異 は ない.個 々の 家兎 に つい て みれ ば

最短13日(Nr. 55, 57, 58, 61),最 長69日

(Nr. 65)で あつ て一応懸隔が認め られ るが

これ もまた仔細 に観察すれば,潜 伏期13～19

日迄10頭, 20～29日 迄14頭 で被検家兎数の大

部分が これに含 まれ,30日 以上69日 までの

2頭 が僅 に例外的に長期 に及ぶ潜伏期を示し

ているに過 ぎない.

睾丸におけ る発症は右側が左 側に先行す る

場合 の多い ことについては既に述べたが,そ

の発症迄の 日数を比較す ると第3, 4代 家兎群

においては右 側が,第1, 2, 5代 群においては

左側がそれぞれ早 く,そ の内第2, 4代 両群に

おいては左右間 の差は極めて僅少であ る.個

々の家兎につい ては両側共に最短14日 ,最 長

右70日,左49日 である.し
かし総平均 日数に

ついてみれば結局左右共 に27 .3日で全 く差異

が認め られない.す なわち個 々の家兎におい

ては睾丸発症右側先行 の例 が多数であるのに

も拘 らず,そ の発症迄 の 日数 を平均 して比較

す る ときには両側間に差が存 しない訳であ り,

このよ うな結果は発症遅滞の甚 しい例が僅か

2例 な が ら もた また ま右 側 に偏 在 した た めに

生 じた もの で あ る.(Nr. 45～63日, Nr. 65～

70日)
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次 に梅 毒性 睾 丸 炎 が 極度 に 進 行 して陰嚢 え

自潰 す るに至 る まで の 平 均 日数 は 右69.6日,

左75日 で僅 に右 が早 く,最 短 に右44日(Nr .

 61),左56日(Nr. 48, 70),最 長 は 右91日

(Nr. 74)、 左107日(Nr. 82)で あ る.た ゞ

し全経 過 中遂 に 自潰 しなか つ た もの(Nr . 62

の右, Nr. 83の 両側),ま た 自潰 を待 た ない で

除睾 を行つ た もの(Nr. 41, 45, 49, 53, 65 ,

 75, 82, 88, 89)各 数 例宛 が あ り,こ れ らは

当然上記 の平 均 日数 中に 加算 され てい な い .

病 変吸 收 完 了 の時 期 につ い て は 前記偏 側 睾

丸不 発症 例,除 睾 例 の他 に 病 変吸 收 完 了 前斃

死例(Nr. 45, 61, 74, 82)が 加 り,そ の平

均 日数 を求 め得 る家 兎数 が さ らに減 少す るが,

そ の残余 の生 存 家 兎 につ い て これ をみれ ば 最

短右112日(Nr. 68, 70),左114日(Nr. 89),

最長は左右同 じで147日(Nr. 62)総 平 均右

115.5日,左129日 であ り,左 睾丸病変は幾 分

右側に遅れて吸收 されてい る.た ゞし各代家

兎群毎に比較す るときは この左右間の差異は

あまり著明ではない.

以上 の観察か ら全被接種家兎26頭 におけ る

局所病変の経過について綜台的に述べ ると次

の通 りである.

ⅰ)　先ず接種後約3週(21.9日)の 潜 伏期

を経て両側または左右睾丸のいずれかに結節

性硬結を認め,こ れ よ り梅 毒性睾丸炎が進 行

を始め る.こ の際右側睾丸に先ず発症す るも

のが多い.

ⅱ)　接種家兎中両側睾丸発症例は21頭,右

側のみ同3頭,左 側のみ同2頭 で,計26頭 を

通 じて発症迄の 日数は左右共に平均27 .3日 で

あつた.

ⅲ)　睾丸病変が進 行 して陰 嚢え自 潰する

時期は,右 側では 接 種 後約10週(69.6日),

左側は同約11週(75.9日)で あつた.

ⅳ)　 病変吸收完了期は右 側では 接 種 後 約

17週(115.5日),左 側は 同 約18週(129日)

であつた.

ⅴ)　以上 の局所病変の経過を概略的にその

病勢に よつ て潜伏期,進 行期,極 期,消 退期

の4期 に区別する と,そ れぞれ約3週, 3～5

週, 5～7週, 3～5週,全 経過14～20週 とす る

ことができよう.た ゞし各期の間には潜伏期

は別 としていずれ も整然 とした境界はな く,

その長短 も一定 しない.

其の2,梅 毒血清反応 の清長について.

実験的家兎梅毒におけ る梅毒血 清反応の診

断的価値 に関す る種々 の主張 または異論,あ

るいはその血 清反応の消長に関す る諸家の報

告,さ らに これ等に対す る諸方面 よりの検討

等につい詳述 した.続 いて第3章 においては

各被検家兎のそれぞれについてその梅毒性局

か所病 変の全経過 を記載す ると共に これに平行

してその血 清反応 の消長について も洩 れな く

記述 した.従 つて こゝでは如上の血清反応 の

経 過について先ず初代 より第5代 迄の各代家

兎群毎に一括 して観察 を進めて行 くことゝす

る.(第46-50表 参照)

1)　 初代家兎群

第46表

本群家兎におけ る陽性転向期は3血 清反応

中Kahnが 最 も早 く平均8.3日,つ いで村田

14.8日,最 も遅 い のがWaR .で21.5日 で あ る.

本 群 の平 均潜 伏 期 は21.5日 で あ るか ち両沈 降
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反応 はいずれ も局所病変の出現にかな り先行

して陽転を示 してい るわ け で あ り,中 で も

Kahnは 著明に早 くNr. 45の ように接種後僅

に3日 の例 さえ認め られ る.こ れ らに較べ る

とWaR.の 陽転は遙かに遅れ るが,こ れ を局

所病変に対照す るとその平均潜伏期 と正に完

全に一致する.次 に強陽性到達期は陽転期 と

同様Kahn,村 田, WaR.の 順 に早 く,そ れ

ぞ れ26.5, 35, 38.3日 であ り, Kahn及 び

WaR.の 間には2週 間に近い懸隔 が 認められ

る.強 陽性継続期間は同上順に長 く,そ れぞ

れ67.5, 65, 33.5日 であ り,最 も早 く陽転 し

かつ最 も早 く強陽性に到 達 したKahnが 最

も長期に亘つて強陽性を保持 してい る.陰 転

期につ いては除睾,斃 死等 の理 由か ら全被検

家兎につ いてこれを確めることはできなかつ

たが(こ の事情は他群において も同様),陽

転期 とは逆にWaR. (127.8日),村 田(154

日), Kahn (154日 以後)の 順に陰転 し,中

で もWaR.は 病変吸收に 先 立 つて陰 転し去

つている.本 群家兎中Nr. 41, 45, 49の3

頭はそ の局所病変の極期において偏側除睾を

行つたがその 直 後 よ り血 清 反 応 は(中 で も

WaR.)減 弱化 を示 し,他 の非除睾家兎 に較

べて早期に陰転化 してい る.な かんず く偏側

のみ発症のNr. 49に おいてその発症側睾丸

を除去 した場合 は特にその影響が大であつて,

本群 中最短 の119日 を以てWaR.は 陰転 して

い る.た ゞしこの場合沈 降反応 においては除

睾に よる影響がWaR.程 顕著ではない.

2)　 第2代 家 兎群

第47表

陽 転 期 は 前 群 同 様Kahn (11.3日),村 田

(14.6日), WaR. (17.9日)の 順 に早 い.し

か も3反 応 共 に局 所病 変 出 現に 先 行 して陽 転

して居 り,(潜 伏 期平 均23.6日)こ れ は他 群

に お い ては 全 くみ られ な い と ころ であ る.強

陽 性 到 達 期 も同 上 順 に 早 くそれ ぞ れ30.1,

 34.9, 42.6日,強 陽 性 継続 期 間は 同 上順 に 長

くそ れ ぞれ88.4, 78.2, 56.6日,陰 転期 は 陽

転 の 最 も遅 いWaR.が 最 も早 く140日,両 沈

降反 応 はや ゝこれに 遅 れ て147日 で あ り,こ

れ 等 各 反応 間 の先 後関 係 は 初代 家 兎群 の場 合

と全 く同 様 で あ る.た だしWaR.の 陰 転 が

他 の2反 応 と同様に 病 変 終 熄(128.3日)後

に及んだ点は前群 と異 るところであ る.本 群

家兎 中Nr. 53は 先ず左側(接 種後66日),つ

いで右側(112日)の 除睾を, Nr. 65は 左側

の除睾(95日)を 受けたが,前 者は両側除睾

の後始めてや ゝ明瞭な血清反応減弱化を示 し,

後者は除睾後間 もな く斃死 したので除睾 の影

響は明 らかでない. Nr. 58は 偏側発症, Nr.

 62の 左側睾丸 炎は陰嚢 えの 自潰 を来 さなかつ

たが両家兎共に血清反応の経過に異常を認め

ない.

3)　 第3代 家兎群
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第48表

本 群 家 兎 の 陽 転 期 は 前2群 同 様Kahn

 (10.8日),村 田(14.3日), WaR. (23日)の

順に 早 いが,本 群 中Nr. 78に おい てはKahn

の陽 転が23日 で 村 田(11日)に か な り遅 れ て

居 り, (WaR.と 同 時)こ の よ うな 例 は全 被 検

家兎 を通 じて他 に み られ な い.ま た本 家 兎は

偏側 睾丸発 症 例 で そ の強 陽性 到 達 期 をみ て も

WaR.は 著 し く遅 れ(64日), Kahn (36日)

は陽 転期 の場 合 と同 様 に 村 田(31日)に 遅 れ

て到達 して い る. Kahnが 村 田 に遅 れ て強 陽

性に 到達 した 例 はNr. 85(第4代 家兎)と

共に 全被 検 例 中僅 か2例 に過 ぎな い.一 方本

群 中にはNr. 81の6日, Nr. 63,75の そ れ ぞ

れ7日 の よ うに著 し く早 い陽 転 期 を示 す例 も

少 くない.強 陽性 到達 期 もまたKahn,村 田,

 WaR.の 順 に 早 く,そ れ ぞ れ32.6, 32.8,

 49.6日 で あ るが 両沈 降 反応 間 にほ とん ど差 異

が 認 め られな い事 が他 群 と異 る点 で あ る.強

陽性 継続 期 間 は同 上順 に長 く,そ れ ぞれ76.1,

 67.1, 32.6日 で あ り,陰 転 期はWaR.が 最

も早 く(138.5日),つ いで 村 田(150.5日),

 Kahn(152日)の 順 で これ らの 関係 は 前2群

と同 様 で あ る.本 群家 兎中Nr. 75は 両 側 同時

除睾(112日)の 後 血 清 反応 の減弱 化 を 認 め

たが この場合 局所 病 変は既 に極 期 を過 ぎ て吸

收期 に 入つ て 居 り,上 記 の 減弱 化 が除 睾 の影

響に よつ ての み生 じた もの とは 考 え られ な い.

な おNr. 81はWaR.の 強 陽性 到達 を待 た な

いで 早 期に 斃 死 した.(62日)

4)　 第4代 家兎 群

第49表

陽転 期 は 前3群 同 様Kahn (14.3日),村

田(16日), WaR. (28.5日)の 順に 早 い.本

群 中Nr. 82は3反 応 共 に 全 被 検 家 兎 中 最

も遅 い陽 転 期 を示 した.(WaR. 38日,村 田 及

びKahn 27日).強 陽 性 到達 期 は他 の4群 と

異 つ て村 田 が最 も早 く(38日),つ いでKahn

 (38.5日)で あ るが この両者 間 の 差は 極 め て

僅 少 で あ る. WaR.は か な り遅 れ て55.2日 で
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あ る.村 田がKahnに 先 行 して強陽 性 に 到達

した 例 は 本群 中のNr. 85と 第3代 群 のNr. 

78の2頭 の みで あ つ た.強 陽 性 継 続 期 間 は

Kahn,村 田, WaR.の 順 に長 くそ れぞ れ50.

35, 15.5日 で あ るが, Nr. 83及 び86は 共 に不

規則 な血 清 反応 の経 過 を示 し 各反応 共 一 定 の

強 陽性 保 持 期 間 と云 う ものを 認め な い.一 方

これ ら上記2頭 に おけ る局所 病 変 をみ る と,

前者 で は 睾丸 の進 行 が 著明 で な くしか も下 疳

形 成 を欠 き,後 者は 偏 側 睾丸 の みの発 症 に 終

つ た もの で いず れ も局 所病 変 の経 過 に異常 を

認め る.こ のよ うな事実は局所病変 と血清反

応間のかな り密接な関係 を示唆す るものであ

ら う.本 群家兎の大部分は血清反応 の陰転前

に斃死 したのでその陰転期平均 を明確に知る

ことは稍 々困難であ るが,残 存家兎 より一応

WaR.は136日 で最 も早 く,両 沈降反応はさ

らにそれ以後であ ることは推定で きる.な お

本群家 兎中Nr. 82に は軽微なが ら偏側除睾に

よる血清反応陽性度の減弱を認めた.

5)　 第5代 家兎群

第50表

本群 家兎2頭 は共に偏側除睾を受けたがそ

の血 清反応 に対す る影響は,早 期除睾のNr.

 89(接 種後49日)に おいてはや ゝ強 く,晩 期

除睾のNr. 88日(同70日)に おいてはや ゝ弱

いがいずれ も除睾後陽性度 の動揺,あ るいは

陰転期の短縮等の経過上の異変を認めている.

た ゞしこの影響は左程急劇かつ決定的な もの

とは云い難い.

以上 各接種代家 兎群 毎に述べて来た ところ

を綜合的に観察す る と次の 通 りであ る.(第

46～51表 参照)

第51表

全 被 検家 兎 を通 じて 各血 清 反応 の陽 性 転 向

期 はKahn,村 田, WaR.の 順 に早 くそれ ぞ

れ 接種 後11.0. 14.7, 23.1日 で あ つ た. Kahn

で 最 も早 い陽転 期 を示 した ものは3日(Nr.

 45),最 も遅 い のは27日(Nr. 82)で,各 接 種

代 家 兎群 では 初 代が 最 も早 く(平 均8.3日),

第4代 が 最 も遅 い.(14.3日)Nr. 78の1例 を

除 け ばKahnが 他 の2反 応 に 遅 れ て 陽 転 し

た例は な い.村 田 では 最短7日(Nr. 89),最

長27日(Nr. 82),各 群 間 には ほ とん ど 差 は

な く この点 村 田は 他 の2反 応 に較 べ て最 も安

定 平均 した陽 転 期 を示 す もの と云 え よ う.ま
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たKahnに 先行 して陽 転 した もの1例(Nr.

 78), Kahnと 同 時陽 転 の もの11例(Nr. 41他)

War.に 先 行 を許 した もの1例(Nr. 53),こ

れ と同 時陽 転 の もの3例(Nr. 80, 81, 85)

であ つ た. WaR.で は 最 短14日(Nr. 53),

最 長38日(Nr. 82),各 群 では 最 短 は第2代 で

17.9日,最 長は 第5代 で30日 で あ るが この両

者 間 には 相 当 の懸 隔 が 認め られ る.

強 陽性 到 達 期 は陽 転 期 と同 様 にKahn,村

田, WaR.の 順 に 早 くそ れ ぞ れ32.6, 36.1,

 47.9日 で あつ た. Kahn中 最 短 日で 到 達 した

ものは21日(Nr. 41),最 長は56日(Nr. 65),

各群 で は最 短 は 初代 で26.3日,最 長は 第5代

で42日 であ り, Kahnが 他 反 応 に先 行 を許 し

たのはNr. 78, 85の2例 の み であ つ た.村 田

では最 短25日(Nr. 55, 71),最 長70日(Nr.

 65),各 群 で は最 短32.8日(第3代),最 長

48.5日(第5代)で そ の 間に 相当 の差 が あ り

陽 転期 の場 合 の よ うな村 田の 安定 性 は こ ゝで

は 認め られ な い. Kahnに 先 行 して到 達 した

のはNr. 78及 び85の2例 のみ,こ れ と同 時 到

達 は9例(Nr. 48他), WaR.に 先 行 を 許 し

た例は な く,こ れ と同 時到 達 はNr. 45の1例

のみで あ る. WaR.で は最 短38.3日(Nr. 57,

 58),最 長91日(Nr. 65),各 群 では 最 短38.3

(初 代),最 長56日(第5代),他 の2反 応 に

先 行 して陽 転 した例 は な い.

強 陽 性 持 続 期 間 はKahn,村 田, WaR.

の順 に 長 く,そ れ ぞれ71.6日, 61.8日, 36.1

日であ つ た.各 反応 にお け る最高 持続 期 間 は

Kahnで は109日(Nr. 63),村 田 で は99日

(同 左), WaR.で は69日(Nr. 57)で あ り,

各群 では 第2代 が3反 応 を通 じて いずれ も最

高 を示 しKahn 88.4,村 田78.6, WaR. 56.2

日で あつ た.そ の最 短 につ い て は明 確 で は な

いが陽 性 度 の動 揺が 甚 し く全 経 過 を通 じて一

定 の強 陽 性 保 持 期間 を認 め る こ との なか つ た

数例 が あ る.(Nr 83, 89)

陰性 転 向 期は 陽性 転 向期 の場 合 とは反 対 に

WaR,村 田, Kahnの 順 に 早 くそ れ ぞ れ132.

1, 143.8, 148.9日 で あ つた.こ の 日数 は 陰

転 前斃 死 家 兎 を 除外 し て算 出 した もので あ る

が, WaR.は 既 に陰転 して 両 沈 降 反応のみ

が尚陽性 を示す時期に斃死 した家兎が少 くな

い.従 つてこれを考慮すれぼWaR.は と も

か く他 の両沈降反応 については上記の陰転期

日数は さらにい くぶん延長 して考え られねば

な るまい.た ゞしこれ らの斃死家 兎中平均観

察 期間)128.3日)以 上生存 した もの におい

ては少数の例外(Nr.57の 村田 及びKahn,

 58のKahn)を 除けばすべ て斃死直 前には既

に著明な陽性度の減弱を示 して居 りいずれ も

陰転完 了間近い もの と推定 され るものばか り

であ る.従 つて前記両沈 降反応 の陰転期 日数

についてはせいぜい1～2週 の延長を考慮す

れば充分 と思われ る.

以 上の観察か ら明かな ように梅毒接種家兎

におけ る3血 清 反応 の消長は次のよ うな関係

を示す ものである.す な わ ちKahnは 最 も

早い陽転期 と最 も遅い陰転期 を示し,し か も

そ の間に最 も長 い強陽性継続呈示期間を挾み,

従つてその全経過 も最 も長期に亘 る.こ れ と

全 く反対の関係 を示 して最 も短い全経過に終

るものがWaR.で あつて,村 田 はそのあ ら

ゆ る点において両者の中間に位す る.

それでは このような特徴 をもつて消長す る

各血清 反応がその梅毒家兎におけ る局所病変

の経過 とどのよ うな関係 を持つ ものであろ う

か と云 うことについて次に項を改めて考察す

ることゝす る.

其の3.　 局所病 変と血清反応の関係 について.

殊にその陽性転向期について.本 実験におい

てはNicols株 に よつて家兎26頭 に対す る梅

毒接種に100%の 成功率を收めたが,さ らに

WaR.,村 田, Kahnの3梅 毒 血 清 反 応は こ

れ らの接種成功家兎の全例 においてすべて一

様に陽性を呈 した.す なわち上記3反 応は,

接種前常に陰性を呈した家兎において,梅 毒

感染後100%の 陽性率を示したのであつて,

この事実か らわた くしは梅毒家兎血清におけ

るこれ ら3反 応の診断的価値については全 く

異存のな い もの と考える.

既述のよ うに本実験の成績 によれば梅毒接

種家兎におけ る各血清反応の陽性転向期は,



293　 野 原 望

kahn.村 田, WaR .の 順 に早 く現 れ,そ の

日数 は それ ぞ れ11.0, 14.7, 23.1日 で あ り,

これ に 対 して睾 丸発 症 に至 る まで の潜 伏 期 は

平 均21.9日 で あ つ た.す な わ ち両 沈 降 反応 は

局所 病 変出現 に 遙 に先 行 して陽 性 に 転 じ特 に

Kahnは 著 し く早 いが,こ れ に対 してWaR.

は 局所 病 変 出現 に時 を接 して漸 く陽性 に 転 じ

てい る.先 人達 は 一様 に 局 所 病 変 と血 清 反

応 との間 の平 行 関 係 を 説 き(Uhlenhuth u.

 Mulzer25)他,第2章 参 照,以 下 同 様),ま た

補 体結 合 反応 と諸種 沈 降 反応 を併 施 す る とき

に は後 者 が 前者 に やや 先行 して陽 性 に 転ず る

こ とを 認 め てい る もの もまた 多 い.(高 木9)他)

しか しそ のいず れ に おい て も血清 反応 が局 所

病 変 に先 行 して陽 転 す るこ とを確め て い.る も

の はな く,す べ て発 症に随 伴 して陽 転 す る も

の と述 べ られ てい る.(Reiter26),真 田8)他)

わ た くしの実 験 成績 にお いて は潜 伏 期 は21.9

日, WaR,の 陽 転 は23.1日 で あ り正 に この場

合 は 前 記 先人 の 主張 と全 く一致 す る.し か し

な が ら村 田, Kahnの 両沈 降 皮応 に お い ては,

これ らが単 にWaR.に やゝ 先 行 して陽 転 す

る と云 うこ とに止 らず,局 所病 変出現 よ り遙

か以前においてそれぞれ接種後14.7日, 11.0

日の短時 日の内に早 くも陽転 して該家 兎にお

け る梅毒接種の成功を予知 させ ると云 う結果

を示 している.本 実験 の場合局所病変の出現

は外部 より触知す ることに よつて初めて認定

した ものであつ て勿論それ以前睾丸内におけ

るSp.の 注動は既 に開始 され てい る もの と

客易に想像 され る.従 つて優れた鋭敏度を も

つ血清反応 を使用す る時には上述のような方

法に よつて求め られた潜伏 日数 よりも短時 日

の内に血清反応が陽転す ることも当然 生じよ

う.一 般に今 日では沈降反応 は補体結合反応

に較べてその特 異性において劣 り,そ の鋭敏

度においては優 るもの と認 め ら れ てい るが

(緒 方)37),村 田は従来主 として 本 邦 に おい

て, Kahnは また内外諸国においてそれぞれ

その優 秀性を認め られ て来た鋭敏度の高い沈

降反応 であ り(羽 黒等39), Cunming等39)),

本実 験においてこれ らの沈降反応が陽転期を

初め とす る 血清反応の諸経過に おい てWaR.

とやゝ 異な る成績 を示 した大半 の理由は この

鋭敏度の差異に 基 くもの と考えられ る.

次に強陽 性 到 達 期 も またKahn,村 田,

 WaR.の 順に早 くそれぞれ32.6, 36.1, 47.9

日であつた.接 種 家兎におけ る睾丸病変は発

症後3～5週 の問にあるいは急速に,あ るい

は徐々 に進行 して(進 行期)や がて結節形成

の著明な梅毒性睾丸炎を完成 したが(極 期),

一方既に早期陽転を示 してい る両沈降反応は

上記進行期半ばに相次いで強陽性に到達 し,

これに対 してWaR.は 病変極期に至 つて漸

くこれに到達 した.こゝ において もまた局所

病変に対す るWaR.の 平行的 関 係 と沈 降反

応 の先行的関係が認め られ る.次 に強陽性継

続期間はKahn,村 田, WaR.の 順に長 くそ

れぞれ71.6, 61.8, 36.1日 であ りWaR.は

漸 くKahnの 辛 分の短 期 間に過 ぎない.病

変の極期は略々5～7週 の 間 で あ つ た から

WaR.は 大 略 この間 においてのみ強 陽 性を

保持 し,他 の2反 応 はいずれ も進行期後半よ

り消退期の前半にかけて長 く強陽性を持続す

るもの と云 えよう.な お この間局所病変の多

くは睾丸周囲炎を続発 して陰嚢 と癒着しやが

て自潰 して下疳を形成した.次 に睾丸病変が

極期 を過 ぎて吸收に傾 くと(消 退期)WaR.

は直ちに陽性度 の減弱化 を示 し,病 変終熄に

前後 して多 くは急 速 に 陰 転 した　 す な わち

WaR.の 陰転期は132.1日 で,病 変 終熄期は

右側睾丸で115.5日,左 側では129日 であつ

た.こ れに対 して村田.Kahnは 消退期の初

めにはなお強陽性 を保持 し, WaR.に 約1～

2週 遅れて先ず 村 田 が,つ いでKahnが 漸

く減弱化の傾向を示 し始め る.そ の後の経過

も両反応共に緩 徐で病変吸收完了後 もなお長

く陽性に止 り接種後約20～22週 を経て村田,

さらに1～2週 遅 れてKahnの 順に,す な

わち陽転期の場合 とは逆 の順序で陰転化 した.

以上の観察 を綜合 すれば局 所病変の経過 と

WaR .の 消 長 との間に 緊 密な平 行的 関係が

存在す ることは明瞭であるが,こ れ対 して2

沈降反応においてはWaR.と 異 りそ の 陽転
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期は病変出現に遙かに先行 し,そ の強陽性到

達期 もまた病変の極期到達に先行 し,そ の強

陽性保持期の前後に亘つ て著 し く長 く,そ の

陽性度減弱化は病勢吸收に遅れて開始 され,

その陰 転 期 は病 変 終熄後なお(WaR.に 較

べて)長 期に及ぶ.こ のよ うな関係 を示す2

沈降反応をWaR.の 場合 と同程 度 に 局所病

変経過 と平 行的関係にあ るもの と見 做す こと

は妥 当でない.寧 ろこ こでわた くしは これ等

の沈降及応 がWaR.に 較べ て局所 病 変の経

過をよ り鋭敏に明示 してい るのであ ると主張

したい.こ れに関聯 して,既 に第2章 に述べ

たよ うに家兎梅毒に血清反応 を応 用す る場合

補体結合反応 よ りも沈降反応に一層の適格性

を認め る もの が あ り(Sato6), Reiter26),柿

下10)他),わ た くしもまた上 記 の 主 張を基 と

して この論 に賛成す る.

しかしなが らWaR.と 沈 降反 応の間に こ

のよ うな相違が認め られ るに して も概括的に

云えばやは り局所病変 と血清反応の両者間に

はかな り緊密な繋 りの存在す ることは否定で

きない.こ の結論を裏書す るもの として次の

ような観察 をつけ加えねばな らない.

すなわち接種家兎中発症後偏側 または 両側

除睾を施 した9頭(偏 側Nr 41他,両 側Nr.

 53, 75)中 の人多数において,除睾 後前者に

弱 く後者にはや ゝ強 い反応度減弱を認め,ま

た偏側睾丸の発症に終つた5頭(Nr. 49他),

病勢弱 く下疳形成を来 さなか つた2頭(Nr.

 62, 83)の それぞれにおいて もほ ゞその局所

の病勢に対応 して血清反応は不規則な消長 を

示した.こ れ等の事実は変則的な局所経過が

直ちに血清反応の変調を誘起す ることを示唆

している ものであつて この点 か らも両者間の

密接な平行的関係 を知 ることができよ う.

最後に本篇の実験成績 と第2篇 におけ るそ

れ との比較について所言す る.先 ずわた くし

は第2篇 の結論 において次のよ うに述べた.

1)　 人梅毒材料を陰嚢皮下組織片挿入 法に

よつて家兎に移植 したがその成功率は11.1%

に過 ぎず,ま たその累代接種は悉 く不成績に

終つた.こ の際種々 の移植条件(移 植 法,材

料等)が その成績に大 きい影響 を与 えた と.

これに対 し本実験においては家兎26頭 を用

いて5代 に亘る通過接種 を行 い100%の 成功

率を收めた.接 種 方法にはSp.浮 游 液 睾丸

内注射法を撰び これに よつて局所の二次的感

染を避け ることが できた.村 料 としては強力

な通過病毒であ るNicolts株 を使用 した た め

前記 の移植条件の影響を殆ん ど認め ることが

なかつた.

2)　 次に人材料 よ りの移植成功家兎におけ

る潜伏期は約5週 であつた と.局 所病 変各期

間の長短については強 力な通過病毒を使用す

る場合であつて もこれを明確に区別す ること

は困難 であるが,そ の潜伏期については家兎

通過世代を重ね ることに よつて一定期間(約

3週)に 短縮 され るもの と見做 されてい る.

(本 章其の1参 照)本 篇の実験において も潜

伏期は約3週(21.5日)を 示 したが,前 篇の

家兎におけ るこの ような潜伏期の延滞は主 と

して種 株の未熟性に よるものであ らう.

3)　 同上家兎におけ る梅毒血清反応 の態度

は本篇 におけるそれ とほ ゞ同様 であ るが,潜

伏期の遅延に影響 されたためか陽転後 より病

変出現に至 る迄の血清反応 の経 過は極めて不

規則であ り(殊 に両沈降 反応 に お いて),と

うてい接種成功を早期に予知 させ る程 の安定

性はな く,こ の点本篇の成績 と相違す る.

以上諸点におけ る比較観察か ら,前 篇 及び

本篇間の実験成績上の懸隔は主 として使用種

株間の家兎通代世代の 差に基 く毒力相違に よ

つて生 じた もの と考え る.

第6章　 結 論

健康成熟睾丸発 育良好白 色在 来 種 家兎26

頭に対 しNicols株 に よる睾丸内梅 毒接 種 を

行い次の成績 を得た.

1)　 接 陣家兎の 全例において梅毒感染を認

めた.(接 種成功 率100%)但 しこの内5頭 に

おいては 偏側睾丸にのみ発症 した.

2)　 局所病変(梅 毒性睾丸 炎)の 全経過は

14～20週 の間であ り,そ の内潜 伏期は約3週

(21.9日),進 行期は3～5週,極 期 は5～7
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週,消 退期は3～5週 であつた.

3)　 局所病変の出現は先づ右側に始 るもの

が多い.し か し発症迄の平均所要 日数は左右

間に差がな く共に27.3日 であつた.

4)　 下 疳形成は右 側睾丸 で は 接 種後 平 均

69.6日,左 側1同75.9日 であつて,病 勢進行

度において も左右間に差異の存在す ることを

認めた.

5)　 種株の取材時期については進行期にあ

る睾丸を撰 んだ場合が最 もよい接種成績を挙

げ,こ の時期の前後いずれに偏 して もその成

績はや や低下 した.

6)　 接種季節については春秋2季 の潜伏期

は短 く,こ れに対 して夏,冬 は長い,従 つて

接種には 春 または秋を撰 ぶのが 適 当で あろ

う.

7)　 平均観察期間(128.3日)を 通 じて最

高400g,平 均136.6gの 体 重減 少 を来 した

が,体 重激減家兎に おいて も移植成績 の低下

乃至異常等 の事実は認め られなかつた.

8)　 家兎睾丸通過は5代 に亘つたがその接

種成績はいずれ もほぼ安定 して各代家兎群間

に著明な差異を認めなかつた.

次に上記接種家兎の全例においてWaR.,

村田, Kahnの3梅 毒 血清 反応 を実施 し,

陽性転向期を中心にその全消長について観察

した.

9)　 接 種成功家兎 の 全例において上記3血

清反応はいずれ も陽性 を呈 した.(陽 性 率100

%)

10)　陽性転向期. WaR.で は最 も早い もの

が接種後14日,最 も遅い ものは38日,平 均

23.1日,村 田では7～27日,平 均14.7日,

 kahnで は3～27日,平 均11.0日 であつた.

す なわち この3反 応 の関係はKahn,村 田 ,

WaR.の 順序に陽転す るものであ るが,こ の

内両沈降反応はWaR.と 異 り局 所 病変の出

現にかな り先行 して陽転 し,該 家兎におけ る

接種成功を予知 させ るものである.

11)　強陽性到達期. WaR.で は最 も早い も

のが30日,最 も遅い ものは91日,平 均47.9

日,村 田では25～70日,平 均36.1日, Kahn

では21～56日,平 均32.6日 であつ て,こ の

3者 間 の関係は陽転期の場合 と同様であ り,

また両沈降反応 の強陽性到達が局所病変の極

期到達に先行 したのに対 し, WaR.で は これ

に附随 して漸 く到達す る結果 をみた.

12)　 強陽性 継続 期間. WaR.は 平均36.1

日間で最 も短 く,村 田は61.8日, Kahnは

71.6日 で最 も長い. WaR.の 同期間は局所病

変の極期にほ ゞ一致す る.

13)　陰性転向期. WaR.で は接種後約19週

(平 均132.1日)で ほ ぼ局所 病 変 終熄時に一

致 し,村 田は20～22週, Kahnは21～24週

であつた.

14)　以上の結果か らWaR.が 局所病変の経

過にほ ゞ平行 して消長す るのに対 し,両 沈降

反応では これに先行 して陽転 し,病 変終熄後

もなお〓時陽性に止 るものであ ることを知つ

た.こ の間の相違は各血清反応 の鋭敏度の差

異に基 くもの と考 えられ る.

15)　 発 症睾丸の摘出によつて爾後の血清反

応成績 に反応度減弱の影響を認め,ま た偏側

睾 丸発症あるいは下疳非形成等 の病変経過異

常家兎においては不安定な血清反応 の消長を

認めた.こ れ らの事実は局所病 変 と血清反応

との間の密接な関係を示唆す るものである.

16)　本篇,第3篇 間の実験成績上の懸隔は

お ゝむね使用種株におけ る家兎通過世代 の差

異に起因す るものであつた.

擱筆に臨み終始御懇篤な御指導と御校閲を賜つた

恩師根岸教授に深い謝意を捧げる.
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